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研究成果の概要（和文）：　東京外国語大学を拠点に、リーズ大学・北京大学・台湾師範大学・上海外国語大学と連携
し、「国際多言語学習者コーパス・誤用辞典」を以下のサイトに公開した。http://ngc2068.tufs.ac.jp/corpus/
　英語の誤用では、“in/on/at”及び“of”の誤用が顕著で、その要因として、日本語の空間認知表現が豊富ではなく
、多様な修飾関係も“の”のみで表示する「無界的」言語であることがあげられる。中国語の誤用でも、日本語の「無
界性」の影響が観察され、冠詞に相当する“一＋類別詞”、完結性の補語や“-了”の欠如が顕著である。日本語の無
界性が、英語・中国語の誤用に影響することが検証された。

研究成果の概要（英文）：In collaboration with The University of Leeds, Peking University, National Taiwan 
Normal University and Shanghai International Studies University, we constructed an International 
Learners’ Error Corpus of English, Japanese and Chinese, available at the link below. 
http://ngc2068.tufs.ac.jp/corpus/
Among the errors by Japanese learners of English, there was a striking tendency to misuse “in/on/at” 
and “of ”. Errors involving the former have their origins in the fact that Japanese exhibits an 
“unbounded” spatial perception. The origins of errors of the latter type lie in the “unboundedness” 
of the Japanese adnominal modification structure. The influence of “unboundedness” in Japanese can also 
be observed in the errors by Japanese learners of Chinese. There is a conspicuous lack of determiner, of 
telic complements/-le. We have verified the necessity of foreign language pedagogy which takes into 
account the native languages of learners.

研究分野： 対照言語学、外国語教育、日本語教育、英語教育、中国語教育、第二言語習得、コーパス言語学

キーワード： 英語誤用辞典　日本語誤用辞典　中国語誤用辞典　第二言語習得（中間言語研究）　英語ライティング
教育　日本語ライティング教育　相互参照型英語・日本語・中国語学習者コーパス　対照言語学

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

東京外国語大学では、コーパス言語学・学

習者コーパスの発展にともない、効率のよい

外国語教授法を目的として、学習者コーパス

に基づき、学習者がどのような産出をしてい

るのかを研究する中間言語研究を進めてき

た。 

(1) 国際日本語学習者コーパス 

  グローバル COE プログラム「コーパスに

基づく言語学教育研究拠点」(2007 年度～

2011 年度)において構築され、以下のサイト

で公開している。 

http://cblle.tufs.ac.jp/llc/ja/index.php?menul

ang=ja 

本コーパスでは、台湾銘傳大学（中国語母

語話者）、英国リーズ大学（英語母語話者又

はヨーロッパ言語母語話者）、国立キエフ言

語大学（ロシア語又はウクライナ語母語話者）

における日本語学習者作文コーパス（作文数

395、文字数 193,743字、執筆者総数 395名）

を、学習者から著作権に関わる承諾書を得た

うえで、学習者情報とともに公開している。 

(2)「日本語誤用オンライン辞典」 

(1)の日本語学習者作文コーパスの一部に

対して、海外の日本語教育の現場からの要望

に応え、構文・文法・語彙上の誤用項目を抽

出し、「なぜ誤用なのか、正用表現は何か」

という情報を丁寧に記載した、日本語の学習

者・教育研究者のための「日本語誤用オンラ

イン辞典」を作成し、以下のサイトで公開し

ている。 

http://cblle.tufs.ac.jp/llc/ja/index.php?me

nulang=ja 

(3)「オンライン英作文学習者コーパス・誤用

辞典 Online Dictionary of Misused English」 

英語学習者コーパスは、2011年度より東京

外国語大学国際日本研究センターの日英語対

照プロジェクトとして支援を受け、(1)(2)の

「国際日本語学習者コーパス」「日本語誤用

オンライン辞典」と同様の手法で、収集・製

作された。この英語上級学習者作文コーパス

(TOEIC平均 800点程度)は、東京外国語大学

英語専攻１年生必修授業Academic Writing

で、授業外で辞書使用の条件下で執筆された

600words 前後の英作文から構成され、2014

年 2 月時点で、120 名の学習者が執筆した

1,189 作文が収録されている。さらに、誤用

辞典としては、英語母語話者教員の監修のも

と、英語母語話者が添削し、冠詞及び前置詞

の誤用項目についてのみ検索可能な「オンラ

イン英作文学習者コーパス・誤用辞典 Online 

Dictionary of Misused English」を以下のサ

イトで公開している。 

http://sano.tufs.ac.jp/lcshare/htdocs/index.p

hp 

(4) 「英日中国語ウェブ誤用コーパス構築」

への試み 

 上記の日本語・英語学習者コーパス・誤用

辞典製作の方法論をもとに、本科研では、対

象言語を中国語へ広げ、東京外国語大学の中

国語専攻の学習者コーパス構築・誤用辞典構

築へと発展させ、国際的な英語・日本語・中

国語学習者コーパス研究ネットワークを構築

し、学習者コーパスの共有・協働研究を目的

とした。 

  

２．研究の目的 

(1) 学習者の母語をふまえた外国語教授法開
発 

第一研究目的として、「英語・日本語・中

国語学習者の母語の影響がどのように中間

言語、誤用にみられるのか」の探求を掲げ、

効果的な外国語教授法開発をめざした。 

(2) 国際英語・日本語・中国語学習者コーパ

スの構築 

  (1)の第一研究目的のために、母語が異なる

英語・日本語・中国語学習者コーパス構築を

リーズ大学・北京大学・上海外国語大学・国

立台湾師範大学・ハーバード大学との連携を

目的とした。 
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(3) 日本語母語話者英語・中国語学習者の中

間言語における日本語の影響 

「日本語母語話者は、外国語学習の際に、
英語学習、中国語学習のいずれにおいても、
日本語の特質の影響を大きく受けた誤用が
あるのではないか、そうした日本語母語話者
特有の誤用は何か」という新たな研究視点の
解明を目的とした。 

(4) 「英日中国語ウェブ誤用コーパス公開」 

 上記の「日本語・英語学習者コーパス・誤
用辞典」製作の方法論をもとに、英日中国語
誤用コーパスをウェブ上で公開し、一般の英
語・日本語・中国語学習者に貢献することを
目的とした。 

 

３．研究の方法 

(1) 国際英語・日本語・中国語学習者コーパ
ス研究チームネットワークの構築 

 東京外国語大学を拠点として、国際連携
（国立台湾師範大学、ハーバード大学、南カ
ルフォルニア大学、北京大学、上海外国語大
学、上海師範大学、リーズ大学、国際教養大
学、早稲田大学、関西学院大学）による英語・
日本語・中国語学習者コーパス研究ネットワ
ークを構築し、ハーバード大学、北京大学・
上海師範大学・東京外国語大学・大阪大学等
で国際会議で発表し、研究交流を行った。 

(2) 同一課題による相互参照型学習者コーパ
スの収集と誤用分析 

 東京外国語大学を拠点に、国立台湾師範大
学、北京大学、上海外国語大学、リーズ大学
の教員・学生たちの協力を得て、同一テーマ
で執筆した英語・日本語・中国語作文を収集
し、誤用分析を行った。 

(3) 誤用タグ付与システムの開発 

 英語・日本語・中国語学習者コーパスに対
して、まず、およそ５０項目の誤用分類シス
テムを決定し、さらに、添削・誤用タグ付け
を効率的に行うソフトウェア開発を行った。 

 

４．研究成果 

(1) 「英日中国語ウェブ誤用コーパス公開」 

  以下のサイトに、英語・日本語・中国語学
習者コーパス及び誤用検索システムを一般
公開した。 

http://ngc2068.tufs.ac.jp/corpus/ 

英語・日本語・中国語学習者誤用検索シ
ステムでは、国際連携で、以下の学習者作文
コーパスが収録されている。 

英語作文は、284 作文が誤用タグ付きで収
録されている。作文執筆者は、主に東京外国
語大学英語専攻・国立台湾師範大学英語専
攻・上海外国語大学英語専攻の学生たちで、
上級英語学習者コーパスと位置付けられ、誤
用には、単純な誤りが少なく、学習者の母語
の影響による誤用がより明確に観察される。 

日本語作文は、129 作文が誤用タグ付きで
収録されている。作文執筆者は、交流協定大
学である英国リーズ大学日本語学科の学生、

上海外国語大学日本語専攻の学生、北京大学
の第二外国語として日本語を履修している
学生、国際教養大学の英語を母語とする日本
語学習者である。 

最後に、中国語作文は、369 作文が誤用タ
グ付きで収録されている。作文執筆者は、東
京外国語大学中国語専攻の 2,3,4 年生で、
2013年から 2014年の 2年間に、授業の課題
として、授業外に辞書使用で執筆された作文
に、中国語母語話者が下添削し、さらに中国
語を教える中国語母語話者教員が添削の二
重チェックを行って、誤用タグを付け、語彙
文法項目の誤用検索が可能となっている。 

(2) 英語・日本語・中国語の誤用項目開発 

 英語・日本語・中国語の三言語において、
どのような誤用項目を設定するかについて、
各言語チームが協議して、５０項目の語彙・
文法・構文・文体に関わる誤用項目を設定し、
各言語の誤用類型が相互参照可能とした。 

(3)誤用タグ付与システムの開発 

 英語・日本語・中国語学習者コーパスに対
して、添削・50項目の誤用タグ付けを効率的
に行い、学習者コーパス、誤用コーパスをＸ
ＬＭ形式に自動変換するソフトウェア開発
を行った。 

(4) 日本語母語話者の英語誤用の特徴の解明 

日本語母語英語学習者コーパスでは、以下
の現象が明かになった。 

第一に、英語の空間を表す前置詞“in” “on” 

“at”のうち、 “in”の過剰使用が顕著であると
いう事実をみた。その誤用原因として、日本
語における「～内

ナイ

」、「～の中
なか

」「～こむ」「奥」
等、「内部空間に融合しているモノ」「境界が
曖昧な内部空間」といった空間認知が関与し、
日本語母語者において、「無界的」空間認知
が卓越し、「無界的」空間に“in”を用いる可能
性が観察された。 

 第二に、日本語母語話者は、連体修飾にみ
られる“of ” の過剰使用が、中国語母語話者よ
りも卓越していることが、観察され、日本語
の連体修飾表現「NP1の NP2」に起因する可
能性について論じた。 

(5) 日本語母語話者の中国語誤用の特徴の解
明 

日本語母語中国語学習者コーパスでは、
「中国語の数量詞“一个”の欠如」、英語母語話
者学習者コーパスでは、「中国語の数量詞“一
个”の過剰使用」が卓越しているという対比が
観察された。日本語が「無界」的事態把握の
特質をもつため、日本語母語話者にとって、
「有界的」事象把握の“一个”の習得が困難で
あることが示唆される。 
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